
彩の国いきがい大学                            平成２９年９月３日（日） 

蕨学園校友会連絡協議会 

平成２９年度第２回会長会議事録 

武蔵浦和サウスピア８階(第２集会室) 

会 長 萩原 正信 

総 務 部 

１．開催日時 

平成２９年９月１日（金）１０時時００分～１２時００分 

２．開催場所 

武蔵浦和サウスピア８階 第２集会室 

３．出席者 

各期会長１１名及び２６期総務、企画、広報、書記、２７期オブザーバーを加えて１８名出席 

４．開会（２６期岩永総務部長） 

開会を宣言しオブザーバー出席の２７期相沢総務部長を紹介後、配付資料の確認を行った。 

５．会長挨拶（２６期萩原会長） 

現在１０月２５日の県連協主催のグラウンド・ゴルフ交歓大会の準備を伊奈連協と共同で進めており、

９月１３日に現地の下見会を予定している。今後も蕨連協グラウンド・ゴルフ大会やウォーキング大会

等各種イベントが控えており、引き続き皆様のご協力をお願いしたい。 

６．議  事 

(1)蕨連協議事録＜総務部＞ 

①平成２９年度第１回理事会議事録（8/4） 

・本件はすでに配布済みのため確認のみ。 

(2)いきいき埼玉関係＜総務部＞ 

①彩の国いきいきフェスティバル開催について（10/22） 

２６期：いきいき折り紙クラブ 

いきいき埼玉より参加学園に原材料費のみ 20,000 円まで支給 

・本件はすでに報告済みのため確認のみ。 

②彩の国プラチナフェスティバル高齢者創作展開催について（9/29～10/2） 

「さいたま市プラザノース」で開催。 

・本件はすでに報告済みのため確認のみ。 

(3)蕨連協関係 

①第１回グラウンド・ゴルフ大会について（9/15） 

・９月１５日に荒川水循環センター上部公園で開催する。参加者は７６名で、現在グラウンド・ゴ

ルフ部と共同で準備を進めている。（予備日：９月２２日） 

②第１４回演芸大会について（1/19） 

・１月１０日１３：００から舞台技師との打合せを大ホールで予定しているが、当日他の行事等で

午後参加できない期については、今後午前中も使用できるかどうか検討したい。もし使用が可能

の場合は調整をお願いしたい。 

 ・山台は、当初経費と安全性の問題から対応しないと提案したが、必要との意見が多く例年通り  

用意する。 

 ・芸能祭への対応については９月１５日に川越連協と打合せを行う予定。 

③第１回ウォーキング大会について（10/13） 

・すでに案内を配布している。まだ締切前だが多くの方の参加をお願いしたい。 

＜意見＞ 

・開催場所が毎回同じような所なので一考願いたい。⇒すでに他の場所を検討し意見をまとめてい

る。 

④特別イベント収支報告について 



 ・６月２９日開催された特別イベントの収支状況は別紙のとおり。剰余金をどう処理するか後ほど

議論をお願いしたい。⇒その他の②参照 

(3)県連協関係＜会長＞ 

④県連協グラウンド・ゴルフ交歓大会について（10/25） 

・蕨と伊奈連協共催で準備をしており当日の日程及び役割分担は別紙のとおり。当日は蕨連協か

ら２５名が出場する。 

    ・県連協から補助金として５５,０００が支給される。 

     ＜意見＞ 

    ・熊谷だけでなく他の会場も検討していただきたい。（雨天決行でも良い）⇒県連協に伝えたい。 

７．その他＜総務部＞ 

(1)演芸大会協賛金徴収について（１チーム 2000 円） 

・協賛金は１２月１日会長会までにお願いしたい。 

(2)第２回理事会：１０月６日（金）(10:00～12:00) 浦和コムナーレ１０階（第６集会室） 

・日時、場所確定済み。 

(3)第３回会長会：１２月１日（金）(10:00～12:00) 未定 

・本日が抽選申し込みとなっており会場の決定は７日以降の予定。 

(4)その他 

   ①特別イベントを定着させてはどうかとの意見が出たが、予算取りが十分でなく、また赤字の場合

の負担先等の問題もあり、当分は担当期に任せることとなった。（理事会に報告） 

   ②特別イベントの剰余金について、取り敢えず雑収入に計上し、来年度特別イベントを実施する場

合は予算に組み入れることとする。また実施しない場合は演芸大会へ組み入れる。（理事会に報告）    

来年度は、演芸大会が１５回目の節目を迎えるのでここに反映できないかとの意見もあった。 

   ③来年度の体制について各会長から意見が出された。 

    ・１年間事業、行事を中止し、再来年度から再開したらどうか。これについては、立て直すのに

今まで以上のエネルギーが必要になり、現実的ではないとの意見が出る。 

・現体制のままでお願いしたい。 

・２７期が幹事期となり、２６期はサブとしてやっていただきたい。 

・幹事期の負担減少のため、各行事を縦割りで各期が受け持ってはどうか。 

・会議、行事の回数を減らすなど見直しを図ってはどうか。 

    ・最終的に総会で決定するが、理事会で方針を決めていきたい。 

    等の意見が出され、会長会の意見をまとめ執行部案として次回理事会に諮ることとする。 

   ④２５期近藤会長から学習会の案内チラシが配布され、内容の説明がなされた。 

    ・木戸銭は無料。１０月６日の理事会までに申し込みを戴きたい。 

    ・後日メールにて本チラシを各期会長あてに送付する。 

８．閉会の挨拶（星野副会長） 

前向きな意見が出て大変有意義だった。来期の体制を含め我々に過大な期待は困るが、今後も皆さんと

一緒に良い方法を検討していきたいのでよろしくお願いしたいとの閉会宣言がなされた。 

 

以上 


